
1



2



3



4



5



6



7



8



9



10



11



12



13



14



15



16



145 580 145 580

170 3 10 700 170 3 10 700

135 540 135 540

100 400 100 400

90 360 90 360

85 340 85 340

84 3 5 346 84 3 5 346

81 3 4 332 81 3 4 332

100 3 10 420 100 3 10 420

110 3 5 450 110 3 5 450

80 3 7 334 80 3 7 334

100 3 7 414 100 3 7 414

59 3 2 240 59 3 2 240

112 2 5 637 112 2 5 649

35 210 35 210

40 160 40 160

200 3 30 860 200 3 30 860

1,726 2 5 7,323 1,726 2 5 7,335

3 80 3 80

23 46 23 46

8 16 0 0 2 4

6 12 6 12

14 28 14 28

10 20 10 20

12 36 12 36

8 16

15 45

56 112 56 112

15 45 15 45

57 114 57 114

14 42 14 42

90 180 90 180

25 75 25 75

67 134 67 134

18 54 18 54

40 80 40 80

10 30 10 30

67 134 67 134

21 63 21 63

15 30 15 30

64 256 64 256

4 16 4 16

38 76 38 76

11 33 11 33

70 140 70 140

25 75 25 75

14 28 14 28

14 42

6 12

6 18

12 48 12 48

15 45

15 30 15 30

836 1,998 862 2070
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別記様式第２号（その２の２） 

（用紙 日本産業規格 A４縦型） 

教 育 課 程 等 の 概 要 （ 共 同 学 科 等 ） 

（金沢大学大学院新学術創成研究科融合科学共同専攻（博士後期課程）） 

（北陸先端科学技術大学院大学大学院先端科学技術研究科融合科学共同専攻（博士後期課程））

科目 

区分 

授業科目の名称 配当年次 開設大学 

単位数 授業形態 専任教員等の配置 

備考 必

修

選

択

自

由

講

義

演

習

実
験
・
実
習

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

異
分
野
「
超
」

体
験
科
目

異分野「超」体験セッションⅡ 1①～② 
金沢大学・北陸先端

科学技術大学院大学 
2 ○ 2 

共同，各大学 1 単位
相当 

異分野「超」体験実践Ⅱ（金沢） 1・2 通 金沢大学 1 ○ 13 2 兼 5 

異分野「超」体験実践Ⅱ（JAIST） 1・2 通 
北陸先端科学技術 

大学院大学 1 ○ 7 3 兼 7 

小計（3 科目） － － 2 2 0 － 20 5 0 0 0 兼 12 

社
会
実
装
科
目

海外武者修行 A（金沢） 1・2 通 金沢大学 1 ○ 13 2 兼 5 

海外武者修行 A（JAIST） 1・2 通 
北陸先端科学技術 

大学院大学 1 ○ 7 3 

海外武者修行 B（金沢） 1・2 通 金沢大学 2 ○ 13 2 兼 5 

海外武者修行 B（JAIST） 1・2 通 
北陸先端科学技術 

大学院大学 2 ○ 7 3 

海外武者修行 C（金沢） 1・2 通 金沢大学 4 ○ 13 2 兼 5 

海外武者修行 C（JAIST） 1・2 通 
北陸先端科学技術 

大学院大学 4 ○ 7 3 

国際インターンシップ（金沢） 1・2 通 金沢大学 1 ○ 13 2 兼 5 

国際インターンシップ（JAIST） 1・2 通 
北陸先端科学技術 

大学院大学 1 ○ 7 3 

小計（8 科目） － － 0 16 0 － 20 5 0 0 0 兼 5 

専
門
科
目

共
通
科
目

研究者として自立するために 1① 金沢大学 1 ○ 1 

実践的データ処理・統計 1①～② 金沢大学 2 ○ 4 兼 2 オムニバス 

データマイニング特論 1・2・3③ 金沢大学 2 ○ 兼 1  

生命情報特論 1・2・3④ 金沢大学 2 ○ 兼 1  

経営科学 1・2・3③～④ 金沢大学 2 ○ 兼 1  

人間力・創出力イノベーション論 1①・③ 
北陸先端科学技術 

大学院大学 1 ○ 兼 3 共同（一部） 

地域経営のための公共経済学 1・2・3 休 
北陸先端科学技術 

大学院大学 2 ○ 兼 1 集中 

データ分析学特論 1・2・3④ 
北陸先端科学技術 

大学院大学 2 ○ 兼 1 隔年 

データ分析のための情報統計学Ⅱ 1① 
北陸先端科学技術 

大学院大学 2 ○ 兼 1  

小計（9 科目） － － 0 16 0 － 5 0 0 0 0 兼 10 

生
命
科
学
系
科
目

統合生命科学特論 1・2・3①～② 金沢大学 2 ○ 5 1 兼 2 オムニバス 

生体分子構造動態論 1・2・3① 金沢大学 2 ○ 兼 1 

ナノバイオロジー 1・2・3③ 金沢大学 2 ○ 兼 1 

分子細胞生物学 1・2・3② 金沢大学 2 ○ 兼 1 

分子微生物学 1・2・3④ 金沢大学 2 ○ 兼 1 

慢性・創傷看護技術学特講 1・2・3①～② 金沢大学 2 ○ 1 兼 2 
オムニバス・共同（一

部）

機能性蛋白質特論 1・2・3② 
北陸先端科学技術 

大学院大学 2 ○ 兼 1 

先端生体機能特論 1・2・3① 
北陸先端科学技術 

大学院大学 2 ○ 兼 2 オムニバス・隔年

先端生体材料特論 1・2・3③ 
北陸先端科学技術 

大学院大学 2 ○ 兼 4 
オムニバス・隔年・

集中 

先端生体分子科学特論 1・2・3② 
北陸先端科学技術 

大学院大学 2 ○ 兼 2 オムニバス・隔年

小計（10 科目） － － 0 20 0 － 6 1 0 0 0 兼 16 

材
料
科
学
系
科
目

太陽電池工学特論Ⅱ 1・2・3① 金沢大学 2 ○ 1 

物性物理化学特論Ⅱ 1・2・3② 金沢大学 2 ○ 1 

高分子材料化学概論 1・2・3③ 金沢大学 2 ○ 兼 1 

バイオリファイナリー工学特論Ⅱ 1・2・3① 金沢大学 2 ○ 1 

表面・界面工学特論Ⅱ 1・2・3③ 金沢大学 2 ○ 兼 1 

酸化物デバイスプロセス論 1・2・3④ 金沢大学 2 ○ 兼 1 

酸化物エレクトロニクス 1・2・3③ 金沢大学 2 ○ 兼 1 

薄膜電子工学 1・2・3④ 金沢大学 2 ○ 兼 1 

機能性ナノ材料特論 1・2・3③ 
北陸先端科学技術 

大学院大学 2 ○ 1 兼 3 オムニバス 

エレクトロニクス特論 1・2・3③ 
北陸先端科学技術 

大学院大学 2 ○ 兼 1 

高分子化学特論Ⅱ 1・2・3③ 
北陸先端科学技術 

大学院大学 2 ○ 兼 2 オムニバス 

解析力学特論 1・2・3② 
北陸先端科学技術 

大学院大学 2 ○ 1 

光物性特論 1・2・3② 
北陸先端科学技術 

大学院大学 2 ○ 1 兼 2 オムニバス・共同（一
部）・隔年 

先端デバイス特論 1・2・3③ 
北陸先端科学技術 

大学院大学 2 ○ 兼 2 オムニバス・隔年 

分子設計特論 1・2・3① 
北陸先端科学技術 

大学院大学 2 ○ 兼 4 オムニバス・隔年

材料設計特論 1・2・3② 
北陸先端科学技術 

大学院大学 2 ○ 兼 1 隔年・集中 

材料形態特論 1・2・3② 
北陸先端科学技術 

大学院大学 2 ○ 1 兼 2 
オムニバス・隔年・
集中

電子機能特論 1・2・3② 
北陸先端科学技術 

大学院大学 2 ○ 1 兼 3 オムニバス・隔年

小計（18 科目） － － 0 36 0 － 4 3 0 0 0 兼 23 
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社
会
シ
ス
テ
ム
科
学
系
科
目 

知的自律移動ロボット工学特論Ⅱ 1・2・3① 金沢大学  2  ○   1       

バイオメカニクス工学特論Ⅱ 1・2・3② 金沢大学  2  ○   1       

計測システム論 1・2・3① 金沢大学  2  ○   1       

ディジタル映像処理論 1・2・3③ 金沢大学  2  ○        兼 1  

時系列データ処理 1・2・3④ 金沢大学  2  ○        兼 1  

分散並列リアルタイムシステム設計検証論 1・2・3④ 金沢大学  2  ○        兼 1  

認知行動融合科学論 I 1・2・3①～② 金沢大学  2  ○   1       

認知行動融合科学論Ⅱ 1・2・3③～④ 金沢大学  2  ○   1       

運動生理学特論 1・2・3③ 金沢大学  2  ○        兼 1  

学習行動論 1・2・3③～④ 金沢大学  2  ○        兼 1  

考古学・文化遺産学学際研究Ⅰ 1・2・3①～② 金沢大学  2  ○   1       

考古学・文化遺産学学際研究Ⅱ 1・2・3③～④ 金沢大学  2  ○   1       

比較先史文化論 1・2・3③～④ 金沢大学  2  ○        兼 1  

知識人類学 1・2・3② 
北陸先端科学技術 

大学院大学  2  ○        兼 2 
オムニバス・共同（一
部） 

知識創造支援メディア論 1・2・3① 
北陸先端科学技術 

大学院大学  2  ○        兼 1  

複合システム特論 1・2・3② 
北陸先端科学技術 

大学院大学 
 2  ○        兼 1 隔年 

メディアデザイン特論 1・2・3③ 
北陸先端科学技術 

大学院大学  2  ○        兼 4 オムニバス・隔年 

高機能コンピュータネットワーク 1・2・3② 
北陸先端科学技術 

大学院大学  2  ○        兼 1 隔年 

遠隔教育システム工学 1・2・3③ 
北陸先端科学技術 

大学院大学  2  ○        兼 1 隔年 

実践的アルゴリズム理論 1・2・3③ 
北陸先端科学技術 

大学院大学 
 2  ○        兼 1 隔年 

ロボティクス 1・2・3③ 
北陸先端科学技術 

大学院大学  2  ○        兼 1 隔年 

知覚情報処理特論 1・2・3④ 
北陸先端科学技術 

大学院大学  2  ○        兼 1 隔年 

先進無線ネットワーク 1・2・3② 
北陸先端科学技術 

大学院大学  2  ○        兼 1 隔年 

現代脳計算論 1・2・3① 
北陸先端科学技術 

大学院大学  2  ○    1     隔年 

小計（24 科目） － － 0 48 0 － 5 1 0 0 0 兼 19  

研
究
支
援
科
目 

ゼミナール・演習Ⅱ（金沢） 1・2・3 通 金沢大学  4   ○  13 2    兼 5  

ゼミナール・演習Ⅱ（JAIST） 1・2・3 通 
北陸先端科学技術 

大学院大学  4   ○  7 3      

融合科学研究論文Ⅱ（金沢） 1・2・3 通 金沢大学  6   ○  13 2    兼 5  

融合科学研究論文Ⅱ（JAIST） 1・2・3 通 
北陸先端科学技術 

大学院大学  6   ○  7 2      

小計（4 科目） － － 0 20 0 － 20 5 0 0 0 兼 5  

合計（76 科目） － － 2 158 0 － 20 5 0 0 0 －  

学位又は称号 博士（融合科学，理学，工学） 学位又は学科の分野 理学関係及び工学関係 

修 了 要 件 及 び 履 修 方 法 開設大学 
開設単位数

（必修） 
授業期間等 

・異分野「超」体験科目 3 単位以上（必修 2 単位，選択必修 1 単位以上）を取得すること。
ただし，「異分野「超」体験実践Ⅱ」（1 単位）については，相手大学の開講科目の単位を修
得すること 

・社会実装科目 1 単位以上を修得すること。 
・専門科目から，「研究者として自立するために」（1 単位）又は「人間力・創出力イノベーシ
ョン論」（1 単位）のいずれかの単位を含め 2 科目群以上かつ 9 単位以上を修得すること。
また，これまで統計学を学んだことのない者は，主任研究指導教員と相談の上，「実践的デ
ータ処理・統計」又は「データ分析のための情報統計学Ⅱ」のいずれかの単位を含んで修
得することを強く推奨する。 

・研究支援科目は，相手大学の副主任研究指導教員の担当する「ゼミナール・演習Ⅱ」（4 単
位）と，主任研究指導教員が担当する「融合科学研究論文Ⅱ」（6 単位）の 10 単位を修得す
ること。 

以上の要件を満たし，計 23 単位以上（ただし，博士後期課程からの入学者は，本籍大学及び
相手大学からそれぞれ計 10 単位以上を含むこと。）を修得すること。 

 
金沢大学 
 
北陸先端科学
技術大学院大
学 

 
83（1） 

 
77（1） 

１学年の学期区分 4 期（クォーター制）  

１学期の授業期間 
8 週（金沢大学） 
7 週（北陸先端科学技
術大学院大学） 

１時限の授業時間 
90 分（金沢大学） 
100 分（北陸先端科学
技術大学院大学） 

 
（注） 
１ 共同学科等を設置する場合は，別記様式第２号（その２の１）に代えて，この書類を作成すること。 
２ 共同学科等を設置する場合は，この書類に加え，別記様式第２号（その２の１）の例により，構成大学別のものを作成すること。 
３ 学部等，研究科等若しくは高等専門学校の学科の設置又は大学における通信教育の開設の届出を行おうとする場合には，授与する学位の種類及び分野又は学科

の分野が同じ学部等，研究科等若しくは高等専門学校の学科（学位の種類及び分野の変更等に関する基準（平成十五年文部科学省告示第三十九号）別表第一備考
又は別表第二備考に係るものを含む。）についても作成すること。 

４ 私立の大学若しくは高等専門学校の収容定員に係る学則の変更の認可を受けようとする場合若しくは届出を行おうとする場合，大学等の設置者の変更の認可を
受けようとする場合又は大学等の廃止の認可を受けようとする場合若しくは届出を行おうとする場合は，この書類を作成する必要はない。 

５ 開設する授業科目に応じて，適宜科目区分の枠を設けること。 
６ 「授業形態」の欄の「実験・実習」には，実技も含むこと。 
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別記様式第２号（その２の１）                                                  金沢大学キャンパス 

（用紙 日本産業規格 A４縦型） 

教  育  課  程  等  の  概  要 

（金沢大学大学院新学術創成研究科融合科学共同専攻（博士後期課程）） 

科目 

区分 

授業科目の名称 配当年次 

単位数 授業形態 専任教員等の配置 

備考 必 

修 

選 

択 

自 

由 

講 

義 

演 

習 

実
験
・
実
習 

教 

授 

准
教
授 

講 

師 

助 
教 

助 

手 

異
分
野

「
超
」 

体
験
科
目 

異分野「超」体験セッションⅡ 1①～② 2   ○   1      
共同，各大学 1 単位
相当 

異分野「超」体験実践Ⅱ（金沢） 1・2通  1  ○   13 2    兼 5  

小計（2科目） － 2 1 0 － 13 2 0 0 0 兼 5  

社
会
実
装
科
目 

海外武者修行 A（金沢） 1・2通  1    ○ 13 2    兼 5  

海外武者修行 B（金沢） 1・2通  2    ○ 13 2    兼 5  

海外武者修行 C（金沢） 1・2通  4    ○ 13 2    兼 5  

国際インターンシップ（金沢） 1・2通  1    ○ 13 2    兼 5  

小計（4科目） － 0 8 0 － 13 2 0 0 0 兼 5  

専
門
科
目 

共
通
科
目 

研究者として自立するために 1①  1  ○   1       

実践的データ処理・統計 1①～②  2  ○   4     兼 2 オムニバス 

データマイニング特論 1・2・3③  2  ○        兼 1  

生命情報特論 1・2・3④  2  ○        兼 1  

経営科学 1・2・3③～④  2  ○        兼 1  

小計（5科目） － 0 9 0 － 5 0 0 0 0 兼 4  

生
命
科
学
系
科
目 

統合生命科学特論 1・2・3①～②  2  ○   5 1    兼 2 オムニバス 

生体分子構造動態論 1・2・3①  2  ○        兼 1  

ナノバイオロジー 1・2・3③  2  ○        兼 1  

分子細胞生物学 1・2・3②  2  ○        兼 1  

分子微生物学 1・2・3④  2  ○        兼 1  

慢性・創傷看護技術学特講 1・2・3①～②  2  ○   1     兼 2 
オムニバス・共同（一

部） 

小計（6科目） － 0 12 0 － 6 1 0 0 0 兼 8  

 

材
料
科
学
系
科
目 

太陽電池工学特論Ⅱ 1・2・3①  2  ○   1       

物性物理化学特論Ⅱ 1・2・3②  2  ○   1       

高分子材料化学概論 1・2・3③  2  ○        兼 1  

バイオリファイナリー工学特論Ⅱ 1・2・3①  2  ○    1      

表面・界面工学特論Ⅱ 1・2・3③  2  ○        兼 1  

酸化物デバイスプロセス論 1・2・3④  2  ○        兼 1  

酸化物エレクトロニクス 1・2・3③  2  ○        兼 1  

薄膜電子工学 1・2・3④  2  ○        兼 1  

小計（8科目） － 0 16 0 － 2 1 0 0 0 兼 5  

社
会
シ
ス
テ
ム
科
学
系
科
目 

知的自律移動ロボット工学特論Ⅱ 1・2・3①  2  ○   1       

バイオメカニクス工学特論Ⅱ 1・2・3②  2  ○   1       

計測システム論 1・2・3①  2  ○   1       

ディジタル映像処理論 1・2・3③  2  ○        兼 1  

時系列データ処理 1・2・3④  2  ○        兼 1  

分散並列リアルタイムシステム設計検証論 1・2・3④  2  ○        兼 1  

認知行動融合科学論 I 1・2・3①～②  2  ○   1       

認知行動融合科学論Ⅱ 1・2・3③～④  2  ○   1       

運動生理学特論 1・2・3③  2  ○        兼 1  

学習行動論 1・2・3③～④  2  ○        兼 1  

考古学・文化遺産学学際研究Ⅰ 1・2・3①～②  2  ○   1       

考古学・文化遺産学学際研究Ⅱ 1・2・3③～④  2  ○   1       

比較先史文化論 1・2・3③～④  2  ○        兼 1  

小計（13 科目） － 0 26 0 － 5 0 0 0 0 兼 6  

研
究
支
援

科
目 

ゼミナール・演習Ⅱ（金沢） 1・2・3通  4   ○  13 2    兼 4  

融合科学研究論文Ⅱ（金沢） 1・2・3通  6   ○  13 2    兼 4  

小計（2科目） － 0 10 0 － 13 2 0 0 0 兼 4  

合計（40 科目） － 2 82 0 － 13 2 0 0 0 －  

学位又は称号 博士（融合科学，理学，工学） 学位又は学科の分野 理学関係及び工学関係 
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（注） 
１ 学部等，研究科等若しくは高等専門学校の学科の設置又は大学における通信教育の開設の届出を行おうとする場合には，授与する学位の種類及び分野又は学科

の分野が同じ学部等，研究科等若しくは高等専門学校の学科（学位の種類及び分野の変更等に関する基準（平成十五年文部科学省告示第三十九号）別表第一備考
又は別表第二備考に係るものを含む。）についても作成すること。 

２ 私立の大学若しくは高等専門学校の収容定員に係る学則の変更の認可を受けようとする場合若しくは届出を行おうとする場合，大学等の設置者の変更の認可を
受けようとする場合又は大学等の廃止の認可を受けようとする場合若しくは届出を行おうとする場合は，この書類を作成する必要はない。 

３ 開設する授業科目に応じて，適宜科目区分の枠を設けること。 
４ 「授業形態」の欄の「実験・実習」には，実技も含むこと。 

修 了 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等 

・異分野「超」体験科目 3 単位以上（必修 2 単位，選択必修 1 単位以上）を取得すること。ただし，「異分野「超」
体験実践Ⅱ」（1単位）については，相手大学の開講科目の単位を修得すること 

・社会実装科目 1単位以上を修得すること。 
・専門科目から，「研究者として自立するために」（1単位）又は「人間力・創出力イノベーション論」（1単位）のい

ずれかの単位を含め 2 科目群以上かつ 9 単位以上を修得すること。また，これまで統計学を学んだことのない者
は，主任研究指導教員と相談の上，「実践的データ処理・統計」又は「データ分析のための情報統計学Ⅱ」のいず
れかの単位を含んで修得することを強く推奨する。 

・研究支援科目は，相手大学の副主任研究指導教員の担当する「ゼミナール・演習Ⅱ」（4単位）と，主任研究指導教
員が担当する「融合科学研究論文Ⅱ」（6単位）の 10 単位を修得すること。 

以上の要件を満たし，計 23 単位以上（ただし，博士後期課程からの入学者は，本籍大学及び相手大学からそれぞれ
計 10単位以上を含むこと。）を修得すること。 

１学年の学期区分 ４期（クォーター制） 

１学期の授業期間 8週 

１時限の授業時間 90 分 

21



 
 

 

別記様式第２号（その２の１）                   北陸先端科学技術大学院大学キャンパス 

 

（用紙 日本産業規格 A４縦型） 

教  育  課  程  等  の  概  要  

 

（北陸先端科学技術大学院大学大学院先端科学技術研究科融合科学共同専攻（博士後期課程）） 

 

科目 

区分 

授業科目の名称 配当年次 

単位数 授業形態 専任教員等の配置 備考 

必 

修 

選 

択 

自 

由 

講 

義 

演 

習 

実
験
・
実
習 

教 

授 

准
教
授 

講 
師 

助 

教 

助 

手 

 

異
分
野

「
超
」 

体
験
科
目 

異分野「超」体験セッションⅡ 1①～② 2   ○   1      
共同，各大学 1単位相
当 

異分野「超」体験実践Ⅱ（JAIST） 1・2通  1  ○   7 3    兼 7  

小計（2科目） － 2 1 0 － 7 3 0 0 0 兼 7   

社
会
実
装
科
目 

海外武者修行 A（JAIST） 1・2通  1    ○ 7 3      

海外武者修行 B（JAIST） 1・2通  2    ○ 7 3      

海外武者修行 C（JAIST） 1・2通  4    ○ 7 3      

国際インターンシップ（JAIST） 1・2通  1    ○ 7 3      

小計（4科目） － 0 8 0 － 7 3 0 0 0 －  

専
門
科
目 

共
通
科
目 

人間力・創出力イノベーション論 1①・③  1  ○        兼 3 共同（一部） 

地域経営のための公共経済学 1・2・3休  2  ○        兼 1 集中 

データ分析学特論 1・2・3④  2  ○        兼 1 隔年 

データ分析のための情報統計学Ⅱ 1①  2  ○        兼 1  

小計（4科目） － 0 7 0 － 0 0 0 0 0 兼 6  

生
命
科
学
系
科
目 

機能性蛋白質特論 1・2・3②  2  ○        兼 1  

先端生体機能特論 1・2・3①  2  ○        兼 2 オムニバス・隔年 

先端生体材料特論 1・2・3③  2  ○        兼 4 
オムニバス・隔年・ 

集中 

先端生体分子科学特論 1・2・3②  2  ○        兼 2 オムニバス・隔年 

小計（4科目） － 0 8 0 － 0 0 0 0 0 兼 8  

材
料
科
学
系
科
目 

機能性ナノ材料特論 1・2・3③  2  ○    1    兼 3 オムニバス 

エレクトロニクス特論 1・2・3③  2  ○        兼 1  

高分子化学特論Ⅱ 1・2・3③  2  ○        兼 2 オムニバス 

解析力学特論 1・2・3②  2  ○    1      

光物性特論 1・2・3②  2  ○   1     兼 2 
オムニバス・共同（一

部）・隔年 

先端デバイス特論 1・2・3③  2  ○        兼 2 オムニバス・隔年 

分子設計特論 1・2・3①  2  ○        兼 4 オムニバス・隔年 

材料設計特論 1・2・3②  2  ○        兼 1 隔年・集中 

材料形態特論 1・2・3②  2  ○   1     兼 2 
オムニバス・隔年・ 
集中 

電子機能特論 1・2・3②  2  ○   1     兼 3 オムニバス・隔年 

小計（10 科目） － 0 20 0 － 2 2 0 0 0 兼 18  

社
会
シ
ス
テ
ム
科
学
系
科
目 

知識人類学 1・2・3②  2  ○        兼 2 
オムニバス・共同（一

部） 

知識創造支援メディア論 1・2・3①  2  ○        兼 1  

複合システム特論 1・2・3②  2  ○        兼 1 隔年 

メディアデザイン特論 1・2・3③  2  ○        兼 4 オムニバス・隔年 

高機能コンピュータネットワーク 1・2・3②  2  ○        兼 1 隔年 

遠隔教育システム工学 1・2・3③  2  ○        兼 1 隔年 

実践的アルゴリズム理論 1・2・3③  2  ○        兼 1 隔年 

ロボティクス 1・2・3③  2  ○        兼 1 隔年 

知覚情報処理特論 1・2・3④  2  ○        兼 1 隔年 

先進無線ネットワーク 1・2・3②  2  ○        兼 1 隔年 

現代脳計算論 1・2・3①  2  ○    1     隔年 

小計（11 科目） － 0 22 0 － 0 1 0 0 0 兼 13  
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研
究
支
援

科
目 

ゼミナール・演習Ⅱ（JAIST） 1・2・3通  4   ○  7 3      

融合科学研究論文Ⅱ（JAIST） 1・2・3通  6   ○  7 2      

小計（2科目） － 0 10 0 － 7 3 0 0 0 －  

合計（37 科目） － 2 76 0 － 7 3 0 0 0 －  

学位又は称号 博士（融合科学，理学，工学） 学位又は学科の分野 理学分野及び工学分野 

修 了 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等 

・異分野「超」体験科目 3単位以上（必修 2単位，選択必修 1単位以上）を取得すること。ただし，

「異分野「超」体験実践Ⅱ」（1単位）については，相手大学の開講科目の単位を修得すること 

・社会実装科目 1単位以上を修得すること。 

・専門科目から，「研究者として自立するために」（1単位）又は「人間力・創出力イノベーション論」

（1単位）のいずれかの単位を含め 2科目群以上かつ 9単位以上を修得すること。また，これまで

統計学を学んだことのない者は，主任研究指導教員と相談の上，「実践的データ処理・統計」又は

「データ分析のための情報統計学Ⅱ」のいずれかの単位を含んで修得することを強く推奨する。 

・研究支援科目は，相手大学の副主任研究指導教員の担当する「ゼミナール・演習Ⅱ」（4単位）と，

主任研究指導教員が担当する「融合科学研究論文Ⅱ」（6単位）の 10 単位を修得すること。 

以上の要件を満たし，計 23 単位以上（ただし，博士後期課程からの入学者は，本籍大学及び相手大

学からそれぞれ計 10単位以上を含むこと。）を修得すること。 

１学年の学期区分 
4 期 

（クォーター制） 

１学期の授業期間 7 週 

１時限の授業時間 100 分 
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別記様式第２号（その２の２）                           

（用紙 日本工業規格 A４縦型） 

教  育  課  程  等  の 概  要 （共 同 学 科 等 ）  

（金沢大学大学院新学術創成研究科融合科学共同専攻（修士課程）） 

（北陸先端科学技術大学院大学大学院先端科学技術研究科融合科学共同専攻（修士課程）） 

科目 

区分 

授業科目の名称 配当年次 開設大学 

単位数 授業形態 専任教員等の配置 

備考 必 

修 

選 

択 

自 

由 

講 

義 

演 

習 

実
験
・
実
習 

教 

授 

准
教
授 

講 
師 

助 

教 
助 

手 

基
幹
教
育
科
目 

起業家への道 1① 金沢大学  1  ○        兼 1  

起業家の中核技術と戦略 1② 金沢大学  1  ○        兼 2 共同 

研究者倫理 1① 金沢大学  1  ○   1     兼 1 共同 

人間力イノベーション論 1①・③ 
北陸先端科学技術 

大学院大学  1  ○        兼 1  

創出力イノベーション論 1①・③ 
北陸先端科学技術 

大学院大学  1  ○        兼 1  

実践的データ分析・統計概論 1①～② 金沢大学  2  ○   6      ｵﾑﾆﾊﾞｽ 

データ分析のための情報統計学 1① 
北陸先端科学技術 

大学院大学  2  ○        兼 1  

小計（7科目） － － 0 9 0 － 6 0 0 0 0 兼 6  

異
分
野
「
超
」 

体
験
科
目 

異分野「超」体験セッションⅠ 1休 共同開講 2   ○   23 6     
共同，各大学 1単
位相当 

異分野「超」体験実践Ⅰa（金沢） 1③ 金沢大学  1  ○   16 3    兼 5  

異分野「超」体験実践Ⅰb（金沢） 1④ 金沢大学  1  ○   16 3    兼 5  

異分野「超」体験実践Ⅰa（JAIST） 1③ 
北陸先端科学技術 

大学院大学  1  ○   7 3    兼 7  

異分野「超」体験実践Ⅰb（JAIST） 1④ 
北陸先端科学技術 

大学院大学  1  ○   7 3    兼 7  

小計（5科目） － － 2 4 0 － 23 6 0 0 0 兼 12  

社
会 

実
装 

科
目 

インターンシップ（金沢） 1通 金沢大学  2    ○ 16 3      

インターンシップ（JAIST） 1 通 
北陸先端科学技術 

大学院大学  2    ○ 7 3      

小計（2科目） － － 0 4 0 － 23 6 0 0 0 -  

専
門
科
目 

共
通
科
目 

分散並列リアルタイムシステム構成論 1③～④ 金沢大学  2  ○        兼 1  

データマイニング論 1①～② 金沢大学  2  ○        兼 1  

生命情報と先端バイオ 1①～② 金沢大学  2  ○        兼 1  

映像情報処理学 1③～④ 金沢大学  2  ○        兼 1  

衛星測位工学 1③～④ 金沢大学  2  ○        兼 1  

アレイ信号処理特論 1③～④ 金沢大学  2  ○        兼 1  

通信工学特論 1①～② 金沢大学  2  ○        兼 1  

実験哲学概論 1①・③ 
北陸先端科学技術 

大学院大学  2  ○        兼 1  

認知科学概論 1② 
北陸先端科学技術 

大学院大学  2  ○        兼 2 オムニバス 

データ分析学基礎 1② 
北陸先端科学技術 

大学院大学  2  ○        兼 1  

データ分析学 2③ 
北陸先端科学技術 

大学院大学  2  ○        兼 2 オムニバス 

デザイン創造過程論 2① 
北陸先端科学技術 

大学院大学  2  ○        兼 2 
オムニバス・
隔年 

アルゴリズムとデータ構造 1①・③ 
北陸先端科学技術 

大学院大学  2  ○        兼 3 オムニバス 

プログラミング基礎 1② 
北陸先端科学技術 

大学院大学  2  ○        兼 1  

情報代数 1① 
北陸先端科学技術 

大学院大学  2  ○        兼 1  

数理論理学 1①・③ 
北陸先端科学技術 

大学院大学  2  ○        兼 3 オムニバス 

情報解析学特論 1①・③ 
北陸先端科学技術 

大学院大学  2  ○   1     兼 1  

形式言語とオートマトン 1①・③ 
北陸先端科学技術 

大学院大学  2  ○        兼 2  

計算論 1①・④ 
北陸先端科学技術 

大学院大学  2  ○        兼 2  

画像情報処理特論 2② 
北陸先端科学技術 

大学院大学  2  ○        兼 1 隔年 

ダイナミクスのモデリング 2② 
北陸先端科学技術 

大学院大学  2  ○        兼 2 
オムニバス・
隔年 

小計（21 科目） － － 0 42 0 － 1 0 0 0 0 兼 27  

生
命
科
学
系
科
目 

がんの生命科学Ⅰ 1①～② 金沢大学  2  ○   2     兼 3 オムニバス 

がんの生命科学Ⅱ 1③～④ 金沢大学  2  ○   2     兼 3 オムニバス 

生体分子ダイナミクス 1③～④ 金沢大学  2  ○    1    兼 3 オムニバス 

生物・分子物理学 1①～② 金沢大学  2  ○    1    兼 3 共同 

日和見感染症とティッシュ・バイアビィリティ・ケア 1①～② 金沢大学  2  ○   1     兼 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ・共同 

創薬分子プローブ概論Ⅰ 1① 金沢大学  1  ○    1    兼 2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ・共同 

創薬分子プローブ概論Ⅱ 1④ 金沢大学  1  ○    1    兼 7 ｵﾑﾆﾊﾞｽ・共同 

ヒューマンボディー：構造 1①～② 金沢大学  2  ○        兼 9 オムニバス 

ヒューマンボディー：機能 1①～② 金沢大学  2  ○   1     兼 8 オムニバス 

ヒューマンボディー：疾患 1①～② 金沢大学  2  ○        兼 6 オムニバス 

生物機能概論 1① 
北陸先端科学技術 

大学院大学  2  ○        兼 2 オムニバス 

生物有機化学特論 1①・③ 
北陸先端科学技術 

大学院大学  2  ○        兼 2 オムニバス 

生物物理化学特論 1② 
北陸先端科学技術 

大学院大学  2  ○        兼 1  

生体分子機能特論 1③ 
北陸先端科学技術 

大学院大学  2  ○        兼 1  

生体材料分析特論 1② 
北陸先端科学技術 

大学院大学  2  ○        兼 1  
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医用生体材料特論 2④ 
北陸先端科学技術 

大学院大学  2  ○   1       

小計（16 科目） － － 0 30 0 － 7 2 0 0 0 兼 48  

 

材
料
科
学
系
科
目 

光波工学 1①～② 金沢大学  2  ○   1     兼 1 オムニバス 

知的自律移動ロボット工学特論Ⅰ 1③～④ 金沢大学  2  ○   1     兼 1 共同 

バイオメカニクス工学特論Ⅰ 1③～④ 金沢大学  2  ○   1       

エネルギー・環境プログラム序論 1① 金沢大学  1  ○   1     兼 8 共同 

マテリアルプログラム序論 1② 金沢大学  1  ○        兼 7 共同 

太陽電池工学特論Ⅰ 1③～④ 金沢大学  2  ○   1     兼 1 共同 

物性物理化学特論Ⅰ 1①～② 金沢大学  2  ○   1       

高分子材料合成化学 1①～② 金沢大学  2  ○        兼 2 共同 

機能性高分子材料化学 1①～② 金沢大学  2  ○        兼 2 共同 

バイオリファイナリー工学特論Ⅰ 1③～④ 金沢大学  2  ○    1      

表面・界面工学特論Ⅰ 1③～④ 金沢大学  2  ○        兼 1  

デバイスプロセス工学 1①～② 金沢大学  2  ○        兼 1  

固体物性評価基礎論 1①～② 金沢大学  2  ○   1     兼 2 オムニバス 

材料物理概論 1①・③ 
北陸先端科学技術 

大学院大学  2  ○   1     兼 1  

材料化学概論 1① 
北陸先端科学技術 

大学院大学  2  ○        兼 2 オムニバス 

量子力学特論 1②・③ 
北陸先端科学技術 

大学院大学  2  ○        兼 2  

統計力学特論 1④ 
北陸先端科学技術 

大学院大学  2  ○   1       

応用電磁気学特論 1① 
北陸先端科学技術 

大学院大学  2  ○        兼 1  

有機分子化学特論 1① 
北陸先端科学技術 

大学院大学  2  ○   1       

物質計算科学特論 1④ 
北陸先端科学技術 

大学院大学  2  ○        兼 3 オムニバス 

有機材料物性特論 1① 
北陸先端科学技術 

大学院大学  2  ○   1     兼 1 オムニバス 

無機材料化学特論 1② 
北陸先端科学技術 

大学院大学  2  ○        兼 1  

機器分析化学特論 1② 
北陸先端科学技術 

大学院大学  2  ○        兼 1  

固体物理学特論Ⅰ 1② 
北陸先端科学技術 

大学院大学  2  ○        兼 1  

応用物性数学特論 1①・③ 
北陸先端科学技術 

大学院大学  2  ○        兼 2  

触媒化学特論 1① 
北陸先端科学技術 

大学院大学  2  ○    1      

高分子化学特論Ⅰ 1② 
北陸先端科学技術 

大学院大学  2  ○        兼 1  

メカトロニクス 1③ 
北陸先端科学技術 

大学院大学  2  ○    1      

デバイス物理特論 1④ 
北陸先端科学技術 

大学院大学  2  ○        兼 1  

固体物理学特論Ⅱ 2④ 
北陸先端科学技術 

大学院大学  2  ○        兼 1  

小計（30 科目） － － 0 58 0 － 8 3 0 0 0 兼 39  

社
会
シ
ス
テ
ム
科
学
系
科
目 

考古学と自然科学 1③～④ 金沢大学  2  ○   1     兼 1 
オムニバス・
共同（一部） 

認知行動融合科学基礎論 1③～④ 金沢大学  2  ○   1       

比較認知概論 1③～④ 金沢大学  2  ○        兼 1  

運動生理学概論 1①～② 金沢大学  2  ○        兼 1  

文明学特論 1①～② 金沢大学  2  ○        兼 1  

臨床神経心理学Ⅰ 1③～④ 金沢大学  2  ○   1       

文化資源学概論 1①～② 金沢大学  2  ○   1     兼 13 オムニバス 

社会科学方法論 1① 
北陸先端科学技術 

大学院大学  2  ○        兼 3 オムニバス 

知識メディア方法論 1②・④ 
北陸先端科学技術 

大学院大学  2  ○        兼 2  

システム思考論 2①・③ 
北陸先端科学技術 

大学院大学  2  ○   1       

ネットワーク科学論 2① 
北陸先端科学技術 

大学院大学  2  ○   1       

認知科学 1④ 
北陸先端科学技術 

大学院大学  2  ○        兼 3 オムニバス 

メディア創造論 2① 
北陸先端科学技術 

大学院大学  2  ○        兼 2 オムニバス 

イノベーション・マネジメント論 2② 
北陸先端科学技術 

大学院大学  2  ○        兼 1  

サービス経営論 1③ 
北陸先端科学技術 

大学院大学  2  ○        兼 1  

離散信号処理特論 1②・④ 
北陸先端科学技術 

大学院大学  2  ○        兼 2  

システム最適化 1①・③ 
北陸先端科学技術 

大学院大学  2  ○        兼 2 オムニバス 

計算機アーキテクチャ特論 1②・④ 
北陸先端科学技術 

大学院大学  2  ○        兼 2  

ソフトウェア設計論 1②・④ 
北陸先端科学技術 

大学院大学  2  ○   1     兼 2 オムニバス 

自然言語処理論Ⅰ 1②・③ 
北陸先端科学技術 

大学院大学  2  ○        兼 2  

統計的信号処理特論 1①・③ 
北陸先端科学技術 

大学院大学  2  ○    1    兼 1  

オペレーティングシステム特論 1①・③ 
北陸先端科学技術 

大学院大学  2  ○        兼 2  

ゲーム情報学特論 1①・③ 
北陸先端科学技術 

大学院大学  2  ○        兼 3 オムニバス 

認識処理工学特論 2② 
北陸先端科学技術 

大学院大学  2  ○   1      隔年 

ソフトウェア検証論 1③ 
北陸先端科学技術 

大学院大学  2  ○   1      隔年 

小計（25 科目） － － 0 50 0 － 6 1 0 0 0 兼 43  

研
究
支
援
科

目 

ゼミナール・演習Ⅰ（金沢） 1③～④ 金沢大学  2   ○  16 3      

ゼミナール・演習Ⅰ（JAIST） 1③～④ 
北陸先端科学技術 

大学院大学  2   ○  7 3      

融合科学研究論文Ⅰ（金沢） 2通 金沢大学  6   ○  16 3      

融合科学研究論文Ⅰ（JAIST） 2 通 
北陸先端科学技術 

大学院大学  6   ○  7 3      
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融合科学課題研究（金沢） 2通 金沢大学 2 ○ 16 3 

融合科学課題研究（JAIST） 2 通 
北陸先端科学技術 

大学院大学 2 ○ 7 3 

融合科学博士研究計画調査（金沢） 2通 金沢大学 2 ○ 16 3 

融合科学博士研究計画調査（JAIST） 2 通 
北陸先端科学技術 

大学院大学 2 ○ 7 3 

小計（8科目） － － 0 24 0 － 23 6 0 0 0 － 

合計（114 科目） － － 2 221 0 － 23 6 0 0 0 － 

学位又は称号 修士（融合科学） 学位又は学科の分野 理学関係及び工学関係 

修 了 要 件 及 び 履 修 方 法 開設大学 
開設単位数

（必修） 
授業期間等 

・「基幹教育科目」から 4 単位以上修得すること。なお，「実践的データ分析・統計概

論」（2 単位）又は「データ分析のための情報統計学」（2 単位）のいずれかは必修

とする。  

・「異分野「超」体験科目」から 4単位以上修得すること。なお，「異分野「超」体験セ

ッションⅠ」（2 単位）は必修とする。また，「異分野「超」体験実践Ⅰa（金沢）」，

「異分野「超」体験実践Ⅰb（金沢）」，「異分野「超」体験実践Ⅰa（JAIST）」又は「異

分野「超」体験実践Ⅰb（JAIST）」（各 1 単位）から，相手大学の開講科目 1 単位以

上を含めて，2単位以上修得すること。 

・「社会実装科目」から 2単位修得すること。なお，「インターンシップ」（2 単位）は

必修とし，本籍大学の開講科目を修得すること。 

・研究取りまとめの方法として「修士論文」又は「課題研究」を選択した者は，「専門

科目」（各 1単位又は 2単位）から 10 単位以上修得すること。また，「博士研究計画

調査」を選択した者は，「専門科目」から 12単位以上修得すること。なお，主任研究

指導教員と十分に相談した上で，選択した 3 つの挑戦的なイノベーションの枠組み

（3つのチャレンジ）に応じて，共通科目，生命科学系科目，材料科学系科目及び社

会システム科学系科目のうち，必ず 2つ以上の科目区分から修得すること。

・研究取りまとめの方法として「修士論文」を選択した者は，「研究支援科目」から 8

単位修得すること。なお，「融合科学研究論文Ⅰ」（6単位）及び「ゼミナール・演習

Ⅰ」（2 単位）を必修とし，「融合科学研究論文Ⅰ」は本籍大学の開講科目を，「ゼミ

ナール・演習Ⅰ」は相手大学の開講科目を修得すること。

研究取りまとめの方法として「課題研究」を選択した者は，「研究支援科目」から 4

単位修得し，かつ主任研究指導教員と十分に相談した上で，基幹教育科目以外から 4 

単位修得すること。なお，「融合科学課題研究」（2単位）及び「ゼミナール・演習Ⅰ」

（2 単位）を必修とし，「融合科学課題研究」は本籍大学の開講科目を，「ゼミナー

ル・演習Ⅰ」は相手大学の開講科目を修得すること。

研究取りまとめの方法として「博士研究計画調査」を選択した者は，「研究支援科目」

から 4単位修得し，かつ主任研究指導教員と十分に相談した上で，基幹教育科目以外

から 4 単位修得すること。なお，「融合科学博士研究計画調査」（2単位）及び「ゼミ

ナール・演習Ⅰ」（2 単位）を必修とし，「融合科学博士研究計画調査」は本籍大学の

開講科目を，「ゼミナール・演習Ⅰ」は相手大学の開講科目を修得すること。 

・本籍大学及び相手大学からそれぞれ計 10単位以上を修得すること。

以上の要件を満たし，かつ計 32単位以上を修得すること。ただし，研究取りまとめ

の方法として「博士研究計画調査」を選択した者は，計 34単位以上を修得すること。 

金沢大学 92（1） 

１学年の学期区分 
4 期 

（クォーター制）

１学期の授業期間 

8 週（金沢大学） 

7 週（北陸先端科

学技術大学院大

学） 

北陸先端 

科学技術 

大学院大学 

131（1） 

１時限の授業時間 

90 分（金沢大学）

100 分（北陸先端

科学技術大学院大

学） 
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別記様式第２号（その２の１）                              金沢大学キャンパス 

（用紙 日本工業規格 A４縦型） 

教 育 課 程 等 の 概 要 

（金沢大学大学院新学術創成研究科融合科学共同専攻（修士課程）） 

 
科目 

区分 

授業科目の名称 配当年次 

単位数 授業形態 専任教員等の配置 

備考 必 

修 

選 

択 

自 

由 

講 

義 

演 

習 

実
験
・
実
習 

教 

授 

准
教
授 

講 

師 

助 

教 

助 
手 

基
幹
教
育
科
目 

起業家への道 1①  1  ○        兼 1  

起業家の中核技術と戦略 1②  1  ○        兼 2 共同 

研究者倫理 1①  1  ○   1     兼 1 共同 

実践的データ分析・統計概論 1①～②  2  ○   6      オムニバス 

小計（4科目） － 0 5 0 － 6 0 0 0 0 兼 4  

異
分
野
「
超
」 

体
験
科
目 

異分野「超」体験セッションⅠ 1休 2   ○   16 3     
共同，各大学 1単位
相当 

異分野「超」体験実践Ⅰa（金沢） 1③  1  ○   16 3    兼 5  

異分野「超」体験実践Ⅰb（金沢） 1④  1  ○   16 3    兼 5  

小計（3科目） － 2 2 0 － 16 3 0 0 0 兼 5  

社
会 

実
装 

科
目 

インターンシップ（金沢） 1通  2    ○ 16 3      

小計（1科目） － 0 2 0 － 16 3 0 0 0   

専
門
科
目 

共
通
科
目 

分散並列リアルタイムシステム構成論 1③～④  2  ○        兼 1  

データマイニング論 1①～②  2  ○        兼 1  

生命情報と先端バイオ 1①～②  2  ○        兼 1  

映像情報処理学 1③～④  2  ○        兼 1  

衛星測位工学 1③～④  2  ○        兼 1  

アレイ信号処理特論 1③～④  2  ○        兼 1  

通信工学特論 1①～②  2  ○        兼 1  

小計（7科目） － 0 14 0 － 0 0 0 0 0 兼 7  

生
命
科
学
系
科
目 

がんの生命科学Ⅰ 1①～②  2  ○   2     兼 3 オムニバス 

がんの生命科学Ⅱ 1③～④  2  ○   2     兼 3 オムニバス 

生体分子ダイナミクス 1③～④  2  ○    1    兼 3 オムニバス 

生物・分子物理学 1①～②  2  ○    1    兼 3 共同 

日和見感染症とティッシュ・バイアビィリティ・ケア 1①～②  2  ○   1     兼 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ・共同 

創薬分子プローブ概論Ⅰ 1①  1  ○    1    兼 2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ・共同 

創薬分子プローブ概論Ⅱ 1④  1  ○    1    兼 7 ｵﾑﾆﾊﾞｽ・共同 

ヒューマンボディー：構造 1①～②  2  ○        兼 9 オムニバス 

ヒューマンボディー：機能 1①～②  2  ○   1     兼 8 オムニバス 

ヒューマンボディー：疾患 1①～②  2  ○        兼 6 オムニバス 

小計（10 科目） － 0 18 0 － 6 2 0 0 0 兼 41  

 

材
料
科
学
系
科
目 

光波工学 1①～②  2  ○   1     兼 1 オムニバス 

知的自律移動ロボット工学特論Ⅰ 1③～④  2  ○   1     兼 1 共同 

バイオメカニクス工学特論Ⅰ 1③～④  2  ○   1       

エネルギー・環境プログラム序論 1①  1  ○   1     兼 8 共同 

マテリアルプログラム序論 1②  1  ○        兼 7 共同 

太陽電池工学特論Ⅰ 1③～④  2  ○   1     兼 1 共同 

物性物理化学特論Ⅰ 1①～②  2  ○   1       

高分子材料合成化学 1①～②  2  ○        兼 2 共同 

機能性高分子材料化学 1①～②  2  ○        兼 2 共同 

バイオリファイナリー工学特論Ⅰ 1③～④  2  ○    1      

表面・界面工学特論Ⅰ 1③～④  2  ○        兼 1  

デバイスプロセス工学 1①～②  2  ○        兼 1  

固体物性評価基礎論 1①～②  2  ○   1     兼 2 オムニバス 

小計（13 科目） － 0 24 0 － 5 1 0 0 0 兼 22  
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社
会
シ
ス
テ
ム
科
学
系
科
目 

考古学と自然科学 1③～④  2  ○   1     兼 1 
オムニバス・
共同（一部） 

認知行動融合科学基礎論 1③～④  2  ○   1       

比較認知概論 1③～④  2  ○        兼 1  

運動生理学概論 1①～②  2  ○        兼 1  

文明学特論 1①～②  2  ○        兼 1  

臨床神経心理学Ⅰ 1③～④  2  ○   1       

文化資源学概論 1①～②  2  ○   1     兼 13 オムニバス 

小計（7科目） － 0 14 0 － 3 0 0 0 0 兼 15  

研
究
支
援
科
目 

ゼミナール・演習Ⅰ（金沢） 1③～④  2   ○  16 3      

融合科学研究論文Ⅰ（金沢） 2通  6   ○  16 3      

融合科学課題研究（金沢） 2通  2   ○  16 3      

融合科学博士研究計画調査（金沢） 2通  2   ○  16 3      

小計（4科目） － 0 12 0 － 16 3 0 0 0 －  

合計（49 科目） － 2 91 0 － 16 3 0 0 0 －  

学位又は称号 修士（融合科学） 学位又は学科の分野 理学関係及び工学関係 

修 了 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等 

・「基幹教育科目」から 4単位以上修得すること。なお，「実践的データ分析・統計概論」（2単位）又は「デー
タ分析のための情報統計学」（2 単位，相手大学開講）のいずれかは必修とする。  

・「異分野「超」体験科目」から 4単位以上修得すること。なお，「異分野「超」体験セッションⅠ」（2単位）
は必修とする。また，「異分野「超」体験実践Ⅰa（金沢）」，「異分野「超」体験実践Ⅰb（金沢）」，「異分野「超」
体験実践Ⅰa（JAIST）」又は「異分野「超」体験実践Ⅰb（JAIST）」（各 1単位）から，相手大学の開講科目 1
単位以上を含めて，2単位以上修得すること。 

・「社会実装科目」から 2単位修得すること。なお，「インターンシップ」（2 単位）は必修とし，本籍大学の開
講科目を修得すること。 

・研究取りまとめの方法として「修士論文」又は「課題研究」を選択した者は，「専門科目」（各 1 単位又は 2
単位）から 10 単位以上修得すること。また，「博士研究計画調査」を選択した者は，「専門科目」から 12 単
位以上修得すること。なお，主任研究指導教員と十分に相談した上で，選択した 3 つの挑戦的なイノベーシ
ョンの枠組み（3つのチャレンジ）に応じて，共通科目，生命科学系科目，材料科学系科目及び社会システム
科学系科目のうち，必ず 2つ以上の科目区分から修得すること。 

・研究取りまとめの方法として「修士論文」を選択した者は，「研究支援科目」から 8単位修得すること。なお，
「融合科学研究論文Ⅰ」（6単位）及び「ゼミナール・演習Ⅰ」（2 単位）を必修とし，「融合科学研究論文Ⅰ」
は本籍大学の開講科目を，「ゼミナール・演習Ⅰ」は相手大学の開講科目を修得すること。 
研究取りまとめの方法として「課題研究」を選択した者は，「研究支援科目」から 4 単位修得し，かつ主任
研究指導教員と十分に相談した上で，基幹教育科目以外から 4 単位修得すること。なお，「融合科学課題研
究」（2単位）及び「ゼミナール・演習Ⅰ」（2 単位）を必修とし，「融合科学課題研究」は本籍大学の開講科
目を，「ゼミナール・演習Ⅰ」は相手大学の開講科目を修得すること。 
研究取りまとめの方法として「博士研究計画調査」を選択した者は，「研究支援科目」から 4 単位修得し，
かつ主任研究指導教員と十分に相談した上で，基幹教育科目以外から 4 単位修得すること。なお，「融合科
学博士研究計画調査」（2単位）及び「ゼミナール・演習Ⅰ」（2 単位）を必修とし，「融合科学博士研究計画
調査」は本籍大学の開講科目を，「ゼミナール・演習Ⅰ」は相手大学の開講科目を修得すること。 

・本籍大学及び相手大学からそれぞれ計 10単位以上を修得すること。 
 
以上の要件を満たし，かつ計 32単位以上を修得すること。ただし，研究取りまとめの方法として「博士研究

計画調査」を選択した者は，計 34単位以上を修得すること。 

１学年の学期区分 ４期（クォーター制） 

１学期の授業期間 8週 

１時限の授業時間 90 分 
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別記様式第２号（その２の１）                   北陸先端科学技術大学院大学キャンパス 

（用紙 日本工業規格 A４縦型） 

 
 
 
 

教  育  課  程  等  の  概  要  

 

（北陸先端科学技術大学院大学大学院先端科学技術研究科融合科学共同専攻（修士課程）） 

科目 

区分 

授業科目の名称 配当年次 

単位数 授業形態 専任教員等の配置 備考 

必 

修 

選 

択 

自 

由 

講 

義 

演 

習 

実
験
・
実
習 

教 

授 

准
教
授 

講 
師 

助 

教 
助 

手 

 

基
幹
教
育
科
目 

人間力イノベーション論 1①・③  1  ○        兼 1  

創出力イノベーション論 1①・③  1  ○        兼 1  

データ分析のための情報統計学 1①  2  ○        兼 1  

小計（3科目） － 0 4 0 － 0 0 0 0 0 兼 2  

異
分
野
「
超
」 

体
験
科
目 

異分野「超」体験セッションⅠ 1休 2   ○   7 3     
共同，各大学 1単
位相当 

異分野「超」体験実践Ⅰa（JAIST） 1③  1  ○   7 3    兼 7  

異分野「超」体験実践Ⅰb（JAIST） 1④  1  ○   7 3    兼 7  

小計（3科目） － 2 2 0 － 7 3 0 0 0 兼 7  

社
会

実
装

科
目 

インターンシップ（JAIST） 1 通  2    ○ 7 3      

小計（1科目） － 0 2 0 － 7 3 0 0 0 －  

専
門
科
目 

共
通
科
目 

実験哲学概論 1①・③  2  ○        兼 1  

認知科学概論 1②  2  ○        兼 2 オムニバス 

データ分析学基礎 1②  2  ○        兼 1  

データ分析学 2③  2  ○        兼 2 オムニバス 

デザイン創造過程論 2①  2  ○        兼 2 
オ ム ニ バ
ス・隔年 

アルゴリズムとデータ構造 1①・③  2  ○        兼 3 オムニバス 

プログラミング基礎 1②  2  ○        兼 1  

情報代数 1①  2  ○        兼 1  

数理論理学 1①・③  2  ○        兼 3 オムニバス 

情報解析学特論 1①・③  2  ○   1     兼 1  

形式言語とオートマトン 1①・③  2  ○        兼 2  

計算論 1①・④  2  ○        兼 2  

画像情報処理特論 2④  2  ○        兼 1 隔年 

ダイナミクスのモデリング 2②  2  ○        兼 2 
オ ム ニ バ
ス・隔年 

小計（14 科目） － 0 28 0 － 1 0 0 0 0 兼 20  

生
命
科
学
系
科
目 

生物機能概論 1①  2  ○        兼 2 オムニバス 

生物有機化学特論 1①・③  2  ○        兼 2 オムニバス 

生物物理化学特論 1②  2  ○        兼 1  

生体分子機能特論 1③  2  ○        兼 1  

生体材料分析特論 1②  2  ○        兼 1  

医用生体材料特論 2④  2  ○   1       

小計（6科目） － 0 12 0 － 1 0 0 0 0 兼 7  

材
料
科
学
系

科
目 

材料物理概論 1①・③  2  ○   1     兼 1  

材料化学概論 1①  2  ○        兼 2 オムニバス 

量子力学特論 1②・③  2  ○        兼 2  
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材
料
科
学
系
科
目 

統計力学特論 1④  2  ○   1       

応用電磁気学特論 1①  2  ○        兼 1  

有機分子化学特論 1①  2  ○   1       

物質計算科学特論 1④  2  ○        兼 3 オムニバス 

有機材料物性特論 1①  2  ○   1     兼 1 オムニバス 

無機材料化学特論 1②  2  ○        兼 1  

機器分析化学特論 1②  2  ○        兼 1  

固体物理学特論Ⅰ 1②  2  ○        兼 1  

応用物性数学特論 1①・③  2  ○        兼 2  

触媒化学特論 1①  2  ○    1      

高分子化学特論Ⅰ 1②  2  ○        兼 1  

メカトロニクス 1③  2  ○    1      

デバイス物理特論 1④  2  ○        兼 1  

固体物理学特論Ⅱ 2④  2  ○        兼 1  

小計（17 科目） － 0 34 0 － 3 2 0 0 0 兼 17  

社
会
シ
ス
テ
ム
科
学
系
科
目 

社会科学方法論 1①  2  ○        兼 3 オムニバス 

知識メディア方法論 1②・④  2  ○        兼 2  

システム思考論 2①・③  2  ○   1       

ネットワーク科学論 2①  2  ○   1       

認知科学 1④  2  ○        兼 3 オムニバス 

メディア創造論 2①  2  ○        兼 2 オムニバス 

イノベーション・マネジメント論 2②  2  ○        兼 1  

サービス経営論 1③  2  ○        兼 1  

離散信号処理特論 1②・④  2  ○        兼 2  

システム最適化 1①・③  2  ○        兼 2 オムニバス 

計算機アーキテクチャ特論 1②・④  2  ○        兼 2  

ソフトウェア設計論 1②・④  2  ○   1     兼 2 オムニバス 

自然言語処理論Ⅰ 1②・③  2  ○        兼 2  

統計的信号処理特論 1①・③  2  ○    1    兼 1  

オペレーティングシステム特論 1①・③  2  ○        兼 2  

ゲーム情報学特論 1①・③  2  ○        兼 3 オムニバス 

認識処理工学特論 2②  2  ○   1      隔年 

ソフトウェア検証論 1③  2  ○   1      隔年 

小計（18 科目） － 0 36 0 － 3 1 0 0 0 兼 28  

研
究
支
援
科
目 

ゼミナール・演習Ⅰ（JAIST） 1③～④  2   ○  7 3    
 

 
 

融合科学研究論文Ⅰ（JAIST） 2 通  6   ○  7 3      

融合科学課題研究（JAIST） 2 通  2   ○  7 3      

融合科学博士研究計画調査（JAIST） 2 通  2   ○  7 3      

小計（4科目） － 0 12 0 － 7 3 0 0 0 －  

合計（66 科目） － 2 130 0 － 7 3 0 0 0 －  

学位又は称号 修士（融合科学） 学位又は学科の分野 理学関係及び工学関係 
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修 了 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等 

・「基幹教育科目」から 4単位以上修得すること。なお，「実践的データ分析・統計概論」（2単位，

相手大学開講）又は「データ分析のための情報統計学」（2 単位）のいずれかは必修とする。  

・「異分野「超」体験科目」から 4単位以上修得すること。なお，「異分野「超」体験セッションⅠ」

（2単位）は必修とする。また，「異分野「超」体験実践Ⅰa（金沢）」，「異分野「超」体験実践Ⅰ

b（金沢）」，「異分野「超」体験実践Ⅰa（JAIST）」又は「異分野「超」体験実践Ⅰb（JAIST）」（各

1単位）から，相手大学の開講科目 1単位以上を含めて，2単位以上修得すること。 

・「社会実装科目」から 2単位修得すること。なお，「インターンシップ」（2 単位）は必修とし，本

籍大学の開講科目を修得すること。 

・研究取りまとめの方法として「修士論文」又は「課題研究」を選択した者は，「専門科目」（各 1単

位又は 2単位）から 10 単位以上修得すること。また，「博士研究計画調査」を選択した者は，「専

門科目」から 12単位以上修得すること。なお，主任研究指導教員と十分に相談した上で，選択し

た 3つの挑戦的なイノベーションの枠組み（3つのチャレンジ）に応じて，共通科目，生命科学系

科目，材料科学系科目及び社会システム科学系科目のうち，必ず 2 つ以上の科目区分から修得す

ること。 

・研究取りまとめの方法として「修士論文」を選択した者は，「研究支援科目」から 8単位修得する

こと。なお，「融合科学研究論文Ⅰ」（6単位）及び「ゼミナール・演習Ⅰ」（2 単位）を必修とし，

「融合科学研究論文Ⅰ」は本籍大学の開講科目を，「ゼミナール・演習Ⅰ」は相手大学の開講科目

を修得すること。 

研究取りまとめの方法として「課題研究」を選択した者は，「研究支援科目」から 4単位修得し，

かつ主任研究指導教員と十分に相談した上で，基幹教育科目以外から 4 単位修得すること。なお，

「融合科学課題研究」（2単位）及び「ゼミナール・演習Ⅰ」（2 単位）を必修とし，「融合科学課

題研究」は本籍大学の開講科目を，「ゼミナール・演習Ⅰ」は相手大学の開講科目を修得すること。 

研究取りまとめの方法として「博士研究計画調査」を選択した者は，「研究支援科目」から 4単位

修得し，かつ主任研究指導教員と十分に相談した上で，基幹教育科目以外から 4 単位修得するこ

と。なお，「融合科学博士研究計画調査」（2単位）及び「ゼミナール・演習Ⅰ」（2 単位）を必修

とし，「融合科学博士研究計画調査」は本籍大学の開講科目を，「ゼミナール・演習Ⅰ」は相手大学

の開講科目を修得すること。 

・本籍大学及び相手大学からそれぞれ計 10単位以上を修得すること。 

 

以上の要件を満たし，かつ計 32単位以上を修得すること。ただし，研究取りまとめの方法として

「博士研究計画調査」を選択した者は，計 34単位以上を修得すること。 

 

１学年の学期区分 
4 期 

（クォーター制） 

１学期の授業期間 7 週 

１時限の授業時間 100 分 

 

  

 

 

 

31



32



33



34



35



36



37



38



39



40



41



42



43



44



45



46



47



48



49



50



51



52



53



54



55



56



57



58



59


	基本計画書
	補足資料（組織の移行表）
	教育課程等の概要
	授業科目の概要



